
畜産第 １７５７号

平成 3 0 年 1 2 月 ３ 日

公益社団法人 北海道獣医師会会長 様

北海道農政部生産振興局

畜産振興課家畜衛生担当課長

動物用医薬品及び医薬品の使用の規制に関する省令の一部を改正する省令

の制定について（通知）

このことについて、農林水産省から別添のとおり通知がありました。通知の内容につ

いて承知願うとともに、構成員へ周知をお願いします。

なお、各（総合）振興局、各家畜保健衛生所、北海道農業共済組合及び北海道動物器

薬協会には別途通知していることを申し添えます。

記

（１）改正内容
使用者が遵守すべき基準（使用禁止期間）の新設
・メタスルホ安息香酸デキサメタゾンナトリウムを有効成分とする注射剤

使用禁止期間：（牛）と殺前７日間、搾乳前60時間（静注）
（牛）と殺前７日間、搾乳前48時間（皮下注）
（馬）と殺前７日間（皮下注・静注）

・リン酸デキサメタゾンナトリウムを有効成分とする注射剤
使用禁止期間：（牛）と殺前８日間、搾乳前60時間（静注）

（牛）と殺前12日間、搾乳前48時間（皮下注）
（馬）と殺前７日間（皮下注・静注）

注１：従前の休薬期間より長い使用禁止期間
注２：牛は投与経路によって使用禁止期間が異なる

（２）留意事項
デキサメタゾンを有効成分とする懸濁性注射剤及び外用剤の食用動物への適用削除
（食用動物には使用できない）

（３）改正省令の施行月日
平成30年12月29日
（施行日から使用禁止期間適用）

連絡先
家畜衛生グループ
主査(動物薬事・安全対策)
電話:011-231-4111 内線:6-210-27-785
E-mail：nobumoto.kiyoko@pref.hokkaido.lg.jp
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タイプライターテキスト
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